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第３回臨時会

議
案
審
議

利島村議会だより　　第 72 号 　２

　平成 26 年第３回臨時会が 11 月 28 日に開催され、平成 26 年度

一般会計補正予算、条例の一部改正が上程されました。慎重に審議し

た結果、すべて可決しました。

平成平成2626年度　年度　補正予算補正予算

平成平成2626年度　年度　補正予算補正予算

39 万 1,000 円を増額 　   総額 9,186 万 2,000 円

国民健康保険事業特別会計（事業勘定）（第２号）

歳入・歳出それぞれ

345 万 2,000 円を増額 　　総額 5,587 万 9,000 円

合併処理浄化槽事業特別会計（第２号）

歳入・歳出それぞれ

86 万 7,000 円を減額 　   総額 8,552 万 9,000 円

国民健康保険事業特別会計（直診勘定）（第２号）

歳入・歳出それぞれ

529 万 4,000 円を増額 　　総額 4,643 万 4,000 円

介護保険事業特別会計（事業勘定）（第 2 号）

歳入・歳出それぞれ

782 万 1,000 円を増額　   総額 12億 3,862 万 4,000 円

一般会計（第６号）

歳入・歳出それぞれ

167 万 4,000 円を増額　　総額 12億 2,137 万 4,000 円

一般会計（第４号）

歳入・歳出それぞれ

942 万 9,000 円を増額　　総額 12億 3,080 万 3,000 円

一般会計（第５号）

歳入・歳出それぞれ

126 万 6,000 円を増額 　　総額 4,063 万 4,000 円

簡易水道事業特別会計（第２号）

歳入・歳出それぞれ

専決処分

◆　行　政　◆
前田　福夫（村長）
織田　　亨（副村長兼産業・環境課長事務取扱）
小幡　　仁（教育長）
石野　　誠（総務課長）
鈴木　広一（住民課長）
小蔦　広美（会計管理者）

◆　議　会　◆
前田　　薫（議長）
寺田　　優（副議長）
井口　　保
前田　隆夫
前田　隆司
村山　将人 

◆　議会事務局　◆
荻野　　了（書記） 
丹沢　優生（事務局代理）

11 月臨時会 提出議案一覧

■専決処分

　平成 26 年度補正予算

　・一般会計（第４号）

可 決

■平成 26 年度補正予算

　・一般会計（第５号）

可 決

■その他

　・利島村職員の給与に関する条例

　　の一部を改正する条例

可 決

議会出席者議会出席者

　平成 26 年第４回定例会が 12 月８日〜 10 日に開催され、平成 26

年度各会計の補正予算、条例の一部改正と議員提出議案として「地方

税財源の拡充に関する意見書」についてが上程されました。慎重に審

議した結果、すべて可決しました。
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議
案
審
議

利島村議会だより　　第 72 号

　

こ
の
報
告
書
は
、
平
成
26
年
第
３
回
定
例
会
終
了
日
︵
平
成
26
年
９
月
17
日
︶
の
翌
日
か
ら
、
平
成
26
年
第

４
回
定
例
会
開
会
予
定
日
︵
平
成
26
年
12
月
８
日
︶
の
１
週
間
前
ま
で
の
行
政
の
動
き
を
概
括
的
に
ま
と
め
、

利
島
村
議
会
に
報
告
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
26
年
７
月
に
一
斉
改
選
が

行
わ
れ
、
利
島
村
で
は
定
数
５
人

に
対
し
立
候
補
者
が
３
人
で
し

た
。
都
選
管
に
問
い
合
わ
せ
た
結

果
、
当
選
人
の
不
足
す
る
数
が
５

分
の
２
を
超
え
る
場
合
は
再
選
挙

を
行
う
が
、
５
分
の
２
を
超
え
な

い
場
合
に
は
選
挙
は
有
効
と
な
る

た
め
、
無
投
票
で
の
当
選
が
確
定

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
に
よ
る
委
員
の
欠

員
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
選
挙
に

よ
る
委
員
の
定
数
の
５
分
の
２
を

超
え
な
い
場
合
に
は
、
補
欠
選
挙

は
行
わ
な
い
と
の
規
定
に
よ
り
、

補
欠
選
挙
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

平
成
26
年
11
月
16
日
に
、
農
業

委
員
会
・
役
場
・
農
協
の
共
催
で
、

椿
油
生
産
者
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
ト
ビ
モ
ン
オ

オ
エ
ダ
シ
ャ
ク
な
ど
の
椿
害
虫
へ

の
対
策
と
し
て
、
①
さ
な
ぎ
の
駆

除
、
②
成
虫
に
対
す
る
誘
蛾
灯
設

置
、
③
幼
虫
に
対
す
る
薬
剤
散
布
、

④
広
報
に
よ
る
住
民
周
知
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。
生
産
者
か
ら

は
、
対
策
の
内
容
に
つ
い
て
基
本

的
な
同
意
が
得
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
後
、
具
体
的
な
実
施
方

法
等
を
含
め
、
関
係
者
と
調
整
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
椿
林
の
更

新
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
計
画
の

作
成
や
伐
採
方
法
・
苗
木
管
理
の

改
善
な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
た
の

で
、
財
源
・
人
員
に
制
約
が
あ
る

中
に
お
い
て
も
、
よ
り
よ
い
実
施

に
向
け
て
、
必
要
な
整
理
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
10
月
ご
ろ
か
ら
、
簡

易
水
道
の
監
視
制
御
設
備
の
計
測

値
に
よ
り
漏
水
の
可
能
性
が
生
じ

て
い
ま
し
た
。
局
所
的
な
調
査
を

複
数
回
実
施
し
ま
し
た
が
、
原
因

の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
こ

ろ
、
11
月
中
旬
に
は
漏
水
率
が
お

お
む
ね
30
％
と
な
っ
た
こ
と
を
受

　

平
成
26
年
11
月
28
日
に
、
村
内

団
体
等
の
代
表
者
に
対
し
て
、
定

期
航
路
等
運
営
業
務
に
係
る
説
明

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
従
前
よ
り
、

東
海
汽
船
等
の
運
航
業
務
は
代
理

店
で
あ
る
役
場
か
ら
一
括
委
託
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
の

受
託
者
か
ら
、
平
成
27
年
４
月
以

降
、
業
務
継
続
は
困
難
で
あ
る
と

の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
本

業
務
の
重
要
性
に
鑑
み
、
今
後
の

運
営
に
向
け
て
、
村
内
団
体
等
に

協
力
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
引
き
続
き
、
必
要
な
調
整
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

利
島
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
窓
口
業

務
時
間
は
、
現
在
、 

9
時
〜
14
時

で
す
が
、 

13
時
〜
14
時
に
は
来
客

が
な
い
日
が
大
半
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
年
12
月
27
日
よ
り
、 

9 

時
〜
13
時
ま
で
と
し
ま
す
。

石
野
総
務
課
長

石
野
総
務
課
長

織
田
副
村
長
兼
産
業
・
環
境
課
長
事
務
取
扱

織
田
副
村
長
兼
産
業
・
環
境
課
長
事
務
取
扱

農
業
委
員
会
委
員
の

選
挙
に
つ
い
て

椿
油
生
産
者
説
明
会
に
つ
い
て

水
道
の
漏
水
に
つ
い
て

定
期
航
路
等
運
営
業
務
に
つ
い
て

東
京
愛
ら
ん
ど
シ
ャ
ト
ル
窓
口
業
務
時
間
の
変
更

に
つ
い
て

け
、
11
月
18
日
の
深
夜
、
村
内
一

斉
断
水
に
よ
り
抜
本
的
な
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
小

中
学
校
給
食
室
付
近
の
水
道
配
管

の
継
ぎ
手
が
亀
裂
破
損
し
て
お

り
、
こ
の
部
分
か
ら
漏
水
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
、 

11

月
18
日
〜
19
日
に
か
け
て
復
旧
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
亀
裂
の
原
因

は
配
管
の
老
朽
化
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
今
後
、
必
要
な
箇
所
に
つ

い
て
、
老
朽
管
の
更
新
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。



議
案
審
議

利島村議会だより　　第 72 号 　４

　真の分権型社会を実現するためには、 国と地方

の役割分担を明確にし、 地方がその責任と権限に

応じた役割を果たせるよう、 地方税財源の拡充を

図る必要がある。

　しかし、国は、平成 26 年度税制改正において、

地方法人特別税・地方法人特別譲与税を廃止しな

いばかりか、地方の貴重な自主財源である法人住

民税の国税化を新たに導入し、消費税率の 10 パー

セントへの引上げ時には、 法人住民税の国税化を

さらに進めるとした。こうした措置は、 地方税財

源の拡充につながらず、地方の自立そのものを妨

げ、地方分権の流れに逆行するものである。併せて、

来年度からは法人実効税率の引下げが予定されて

おり、地方税財政への影響が強く懸念されている。

また、法人実効税率の引下げに関連し、 地方自治

体が自らの課税自主権に基づいて実施している地

方税の超過課税について、一部からはその自主的

な取り止めを求めるかのような意見も出てきてい

る。

　現在、 利島村には、急激に押し寄せる少子高齢

化への対応や、 子育て環境の整備、 高度成長期に全

国に先駆けて建設された多くの公共施設の維持・

更新、防災力の強化、治安対策など、膨大な財政

需要が存在している。

　地方自治体が、こうした多岐にわたる課題に適

切に対応し、充実した住民サービスを提供してい

くためには、需要に見合う財源の確保が不可欠で

あり、地方財政が抱える巨額の財源不足という問

題は、 限られた地方税財源の中での財源調整では

根本的な解決を図ることはできない。すなわち、

近年の税制改正で導入された地方法人特別税及び

地方法人特別譲与税、地方法人税のように、地方

固有の税を地方間の財源調整に用いるような対応

は、厳に慎むべきことである。

　よって、利島村議会は、国会及び政府に対し、

法人実効税率の引下げを行う場合には、国の責任

において確実な代替財源を確保するなど、全ての

地方自治体の歳入に影響を及ぼさないよう万全の

対応を行うとともに、 憲法で保障された地方の課

税自主権に基づく超過課税の実施に関しては、あ

くまでも地方自治体の判断が尊重されるべきこと、

また、 地方税の根本原則をゆがめる地方法人特別

税・地方法人特別譲与税と法人住民税の国税化を

直ちに撤廃して地方税として復元し、地方が担う

権限と責任に見合う地方税財源の拡充という本質

的な問題に取り組むことを強く要請する。

　以上、 地方自治法第 99 条の規定により意見書を

提出する。

平成 26 年 12 月 10 日

利島村議会議長 　前田　薫

地方税財源の拡充に関する意見書

■
平
成
26
年
度　

補
正
予
算

　

・ 

一
般
会
計
︵
第
６
号
︶

　

・ 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

︵
事
業
勘
定
︶︵
第
２
号
︶

　

・ 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

︵
直
診
勘
定
︶︵
第
２
号
︶

　

・ 

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
︵
第
２
号
︶

　

・ 

合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計

︵
第
２
号
︶

　

・ 

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

︵
事
業
勘
定
︶︵
第
２
号
︶

　

・ 

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

︵
第
２
号
︶

以
上
、
可
決

■
条
例
の
一
部
改
正

　

・
児
童
福
祉
施
設
条
例

　

・
村
営
住
宅
条
例

　

・
国
民
健
康
保
険
条
例

以
上
、
可
決

■
議
員
提
出
議
案

　

・
﹁
地
方
税
財
源
の
拡
充
に
関
す
る

意
見
書
﹂
に
つ
い
て

可
決

意見書

12
月
定
例
会 

提
出
議
案
一
覧



村
山　

将
人
議
員

ここが聞きたい！一
般
質
問

利島村議会だより　　第 72 号５

学
童
保
育
及
び
健
康
・
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て

９
月
議
会
で
も
同
じ
質
問
を

し
た
が
、
４
月
か
ら
新
入
生
の
利

用
が
予
想
さ
れ
る
。
運
営
方
法
等
、

具
体
的
な
事
業
計
画
は
ど
の
よ
う

に
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
健
康
・
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

は
建
設
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

学
童
運
営
の
計
画
も
ま
ま
な
ら
な

い
中
で
、
実
際
に
建
設
し
て
う
ま

く
運
営
で
き
る
の
か
。

副
村
長　

４
月
か
ら
の
新
入

生
に
対
し
て
後
手
に
な
ら
な
い
よ

う
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
具
体

的
に
は
来
年
４
月
か
ら
、
利
島
村

に
お
け
る
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ

ラ
ン
の
取
り
組
み
と
し
て
、
現
状

の
学
童
の
継
続
と
あ
わ
せ
て
、
新

た
に
教
育
委
員
会
で
放
課
後
子
ど

も
教
室
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
健
康
・
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

は
、
設
計
の
段
階
で
、
指
名
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
手
続
と
し
て
、
村

長
を
委
員
長
と
す
る
選
定
委
員
会

を
開
催
し
、
９
月
25
日
に
設
計
事

業
者
の
特
定
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
設
計
内
容
を
詰
め
た
上
で
、

具
体
的
な
建
設
の
予
算
計
上
に
つ

い
て
は
、
27
年
度
予
算
で
、
判
断

し
て
い
き
ま
す
。

利
用
者
に
対
し
て
、
具
体
的

に
学
童
保
護
者
会
を
開
催
し
て
、

来
年
度
へ
向
け
て
、
村
役
場
の
方

針
を
伝
え
よ
う
と
思
っ
て
い
る
が
、

村
役
場
か
ら
利
用
予
定
者
に
対
し

て
の
説
明
等
を
考
え
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
教
え
て
ほ
し
い
。

副
村
長　

利
用
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
学
童
保
護
者
会
等
に

対
し
て
も
、
必
要
な
調
整
を
事
前

に
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
現
段
階
に
お
い

て
の
調
整
状
況
等
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
会
に
、
必
要
な
資
料
な
ど

は
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長　

最
初
は
、
今
の
学

童
保
育
と
教
育
委
員
会
の
行
う
放

課
後
子
ど
も
教
室
の
合
体
型
を
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
隔
た
り

の
あ
る
取
り
組
み
な
の
で
、
教
育

委
員
会
で
は
子
ど
も
教
室
を
開
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
対
象
は
中

学
３
年
ま
で
全
て
預
か
り
、
放
課

後
児
童
生
徒
の
面
倒
を
見
て
い
き

ま
す
。
形
態
的
に
は
、
学
校
の
先

生
た
ち
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
で

き
な
い
こ
と
な
の
で
、
今
の
部
活
・

ク
ラ
ブ
・
補
習
、
そ
う
い
う
も
の

を
全
て
合
体
し
て
行
う
つ
も
り
で

す
。意

見
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
ほ

か
の
議
員
も
非
常
に
関
心
の
あ
る

こ
と
な
の
で
、
行
政
報
告
の
中
で

も
う
少
し
入
れ
て
も
ら
い
た
か
っ

た
。
行
政
報
告
で
カ
バ
ー
で
き
る

面
が
幾
つ
か
あ
る
と
思
う
の
で
、

一
般
質
問
を
し
な
く
て
も
い
い
よ

う
な
こ
と
で
あ
れ
ば
、
報
告
し
て

も
ら
い
た
い
。

  

防
災
に
つ
い
て

10
月
３
日
に
実
施
し
た
防
災

訓
練
だ
が
、
訓
練
後
の
反
省
材
料

を
村
民
に
共
有
す
る
こ
と
も
防
災

に
繋
が
る
と
思
う
が
、
次
回
開
催

に
向
け
て
の
収
穫
な
ど
あ
れ
ば
教

え
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
村
内
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
を
お
願
い

し
て
い
た
が
、
い
つ
頃
に
な
る
か
。

石
野
総
務
課
長　

役
場
の
反

省
材
料
と
し
て
は
、
各
職
員
が
ど

う
い
う
業
務
を
自
分
が
今
後
や
っ

て
い
く
の
か
、
ま
だ
実
際
つ
か
め

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
消
防
団
で
は
、
団
員

の
行
動
に
も
不
慣
れ
な
部
分
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
住
民
の
方
に
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は
火
を
消
す
な
ど
の
避
難
行
動
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
な
お
、
地

震
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
崩
れ
た
場
合

な
ど
は
業
者
と
協
定
を
結
ん
で
い

ま
す
が
、
今
後
連
携
し
て
実
施
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
震
に
お
い
て
の
危
険
箇
所
は
、

訓
練
の
と
き
に
は
設
定
し
て
い
ま

す
が
、
も
っ
と
ほ
か
に
危
険
箇
所

は
な
い
の
か
調
べ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
長
野
の
地
震
で
は
、
住
民

の
対
応
が
早
急
に
行
わ
れ
た
こ
と

で
、
死
者
が
出
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
利
島
の
場
合
も
、
住
民
の

体
制
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
何
年
か
後
に

住
民
全
員
参
加
で
避
難
訓
練
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
村
長
も
言
っ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て

内
容
を
詰
め
て
い
き
ま
す
。

島
民
の
話
を
聞
く
と
、
賛
否

両
論
あ
っ
た
が
、
私
個
人
的
に
は

職
場
で
参
加
し
、
動
き
よ
り
も
意

識
と
し
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
津
波
だ
け

に
限
ら
ず
、
地
震
や
大
雨
に
よ
り

変
わ
る
の
で
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
大
島
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、

ぜ
ひ
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
。

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
で
は
、
利
島
村
の

求
人
紹
介
も
行
っ
て
い
た
が
、
他

の
ど
の
島
よ
り
も
Ｐ
Ｒ
が
で
き
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加

や
利
島
村
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、も
っ

と
力
を
注
ぐ
べ
き
だ
と
思
う
が
、

村
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長　

私
も
今
回
初
め
て
ア

イ
ラ
ン
ダ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

結
論
と
し
て
は
、
利
島
の
Ｐ
Ｒ
を

は
じ
め
、
人
材
発
掘
等
に
も
非
常

　

ま
た
、
避
難
所
の
指
定
・
設
定

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
今
の
と
こ
ろ
勤
労
福
祉

会
館
と
い
う
認
識
で
い
い
の
か
。

石
野
総
務
課
長　

勤
労
福
祉

会
館
・
交
流
会
館
・
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
・
学
校
が
避
難
場
所

に
な
っ
て
い
ま
す
。
集
落
に
ま
と

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
が
本

当
に
大
丈
夫
か
と
言
わ
れ
る
と
、

そ
の
辺
の
と
こ
ろ
も
上
か
ら
土
砂

が
滑
っ
て
く
れ
ば
、
全
部
ほ
ぼ
同

じ
場
所
に
あ
る
の
で
分
散
し
た
ほ

う
が
い
い
の
か
と
な
り
ま
す
が
、

場
所
を
つ
く
る
に
し
て
も
、
電
気

な
ど
を
通
す
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
東
京
都

が
調
査
を
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

今
後
製
作
し
て
各
戸
に
配
布
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

  

定
住
化
促
進
に
つ
い
て

11
月
に
﹁
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー

２
０
１
４
﹂
と
い
う
全
国
の
島
々

が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

き
た
。
多
く
の
島
の
方
と
交
流
す

る
中
で
、
共
通
す
る
問
題
や
解
決

策
等
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

に
有
効
な
催
し
物
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。
今
元
気
と
思
わ
れ
る
島
は
、

非
常
に
盛
ん
に
や
っ
て
い
て
、
そ

れ
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
り
ま
し
た
。

６
月
に
伺
っ
た
粟
島
村
の
村
長
さ

ん
も
来
て
い
て
、
非
常
に
活
発
に

や
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。我
々

と
し
て
は
、
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な

視
野
や
方
面
か
ら
考
え
て
、
こ
の

よ
う
な
催
し
物
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
に
参
加
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見
私
が
見
る
限
り
、
ほ
か
の

島
よ
り
も
利
島
は
ま
だ
ま
だ
立
地

的
に
も
有
利
で
、
Ｐ
Ｒ
の
し
が
い

が
あ
る
と
思
っ
た
。
島
に
住
ん
で

み
た
い
と
い
う
方
と
も
た
く
さ
ん

話
を
し
た
の
で
、
も
っ
と
力
を
入

れ
て
、
村
長
や
他
の
議
員
に
も
参

加
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
来
年
以
降
も
続
く
よ
う
な

の
で
、
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
も
ら
い
た
い
。

  

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

今
年
６
月
、
村
長
は
議
員
と

と
も
に
新
潟
の
粟
島
を
訪
問
し
、

施
設
入
所
に
よ
る
留
学
制
度
を
視

察
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
も
含
め
、

現
時
点
で
少
子
化
対
策
の
方
向
を

示
す
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

　

定
例
会
の
た
び
に
質
問
し
て
い

る
欠
学
年
問
題
だ
が
、
我
が
村
に

は
、
里
親
留
学
な
ど
の
子
ど
も
を

受
け
入
れ
る
制
度
が
な
い
。
実
際

に
希
望
す
る
子
ど
も
が
い
つ
来
て

も
い
い
よ
う
に
、
里
親
家
庭
へ
の

助
成
制
度
な
ど
、
早
急
に
受
け
入

れ
に
必
要
な
要
綱
の
整
備
を
す
べ

き
で
あ
る
。

村
長　

定
住
化
に
つ
い
て
は

中
期
的
な
政
策
と
短
期
的
な
政
策

の
２
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
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ま
た
、
工
事
に
つ
い
て
は
来
年

度
以
降
に
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

決
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

職
員
募
集
に
対
す
る
応
募

状
況
に
つ
い
て

職
員
募
集
に
対
す
る
応
募
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

石
野
総
務
課
長　

30
件
ほ
ど

応
募
が
あ
り
、
現
在
、
選
考
を
し

て
い
ま
す
。
選
考
後
、
面
接
等
の

通
知
を
行
う
予
定
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
中
期
的
な
政
策
と
し
て

は
、
第
１
に
子
ど
も
の
生
活
環
境
、

第
２
に
高
齢
化
福
祉
施
策
の
推
進
・

向
上
、
第
３
に
は
再
エ
ネ
等
、
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
で
す
。
こ
れ
ら
の

関
係
は
一
見
無
関
係
に
見
え
ま
す

が
、
こ
の
３
つ
の
施
策
は
、
誰
も

が
安
心
し
て
家
族
と
生
活
ま
た
は

子
育
て
が
で
き
る
住
み
や
す
い
生

活
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
る
と
、

考
え
て
い
ま
す
。

　

短
期
的
に
は
、
教
育
委
員
会
が

行
っ
て
い
る
生
徒
等
に
対
し
て
の

様
々
な
補
助
で
す
。
ま
た
、
学
校

の
施
設
に
し
て
も
歴
代
の
村
長
は

じ
め
、
様
々
な
方
の
努
力
に
よ
っ

て
、
利
島
の
学
校
教
育
レ
ベ
ル
は

相
当
高
く
、
村
の
人
口
レ
ベ
ル
か

ら
比
較
し
た
ら
、
非
常
に
い
い
環

境
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ど
う
し

て
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
限
界
集
落
に
近
い

組
織
の
中
で
最
適
な
人
口
は
何
人

な
の
か
と
い
う
こ
と
の
考
え
方
を
、

少
し
整
理
し
勉
強
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

何
度
か
留
学
制
度
を
行
っ
て

い
る
地
域
を
視
察
し
て
き
た
中
で
、

入
所
施
設
の
必
要
性
な
ど
も
感
じ

な
が
ら
も
、
止
ま
っ
て
い
る
現
状

が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
施
設
を
つ

く
る
こ
と
よ
り
も
、
中
期
的
・
短

期
的
制
度
を
、
も
っ
と
充
実
し
て

い
く
ほ
う
が
大
切
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
捉
え
て
し
ま
う
が
ど
う
か
。

村
長　

里
親
や
留
学
等
に
つ

い
て
は
、
組
織
的
に
大
々
的
に
や

る
よ
り
は
個
別
に
対
応
し
て
、
当

面
は
そ
の
状
況
に
応
じ
て
、
制
度

が
必
要
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
点
で

考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

健
康
・
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

未
だ
に
全
体
像
が
つ
か
め
な

い
。
事
業
計
画
も
含
め
説
明
を
求

め
る
。副

村
長　

施
設
に
何
が
入
る

の
か
は
、
今
年
度
の
前
半
に
委
員

会
か
ら
の
答
申
の
中
で
学
童
保
育

の
場
所
・
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
・
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
多

目
的
な
複
合
施
設
を
目
指
す
と
い

う
整
理
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

設
計
は
指
名
型
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
、
提
案
を
求
め
た
上
で
、

選
定
委
員
会
の
中
で
設
計
業
者
を

特
定
し
て
お
り
、
現
状
は
施
設
の

設
計
作
業
中
で
す
。
現
時
点
の
予

定
で
は
、
平
成
27
年
度
予
算
の
中

に
建
設
費
を
計
上
し
た
場
合
、
発

注
施
工
は
27
年
度
に
な
る
想
定
で
、

完
成
時
期
は
、
平
成
27
年
度
後
半

の
目
途
に
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設

に
つ
い
て
は
、
現
状
の
学
童
の
実

施
場
所
と
し
て
想
定
し
て
い
ま
す
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
教
育
委

員
会
所
管
と
し
て
、
場
所
は
学
校

で
行
う
こ
と
で
進
め
て
い
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
村
内
利

用
に
つ
い
て

都
に
よ
れ
ば
東
京
諸
島
へ
の

光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
が
本
格
的
に

前
進
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
村

に
は
説
明
が
あ
っ
た
の
か
。

石
野
総
務
課
長　

現
在
、
利

島
を
含
め
、
青
ケ
島
ま
で
引
く
と

い
う
計
画
に
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、

い
つ
引
く
か
は
東
京
都
単
独
で
は

や
ら
な
い
た
め
、
国
の
予
算
が
つ

い
て
か
ら
に
な
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
と
し
て
は
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
の
線
を
製
作
す
る
必
要
が

あ
り
、
調
達
で
大
体
半
年
ぐ
ら
い

か
か
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
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村
山　

将
人
議
員

▼
学
童
保
育
及
び
健
康
・
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

▼
防
災
に
関
し
て

▼
定
住
化
促
進
に
関
し
て

寺
田　

優
議
員

▼
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

▼
健
康
・
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

▼
光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
村
内
利
用
に
つ
い
て

▼
職
員
募
集
に
対
す
る
応
募
状
況
に
つ
い
て

井
口　

保
議
員

▼
健
康
・
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
︵
仮
称
︶
に
つ
い
て

▼
利
島
村
来
客
者
の
送
迎
に
つ
い
て

▼
防
災
無
線
の
個
別
受
信
機
に
つ
い
て

一般質問項目一覧◆　行　政　◆
前田　福夫（村長）
織田　　亨（副村長兼産業・環境課長事務取扱）
小幡　　仁（教育長）
石野　　誠（総務課長）
鈴木　広一（住民課長）
小蔦　広美（会計管理者）

◆　議　会　◆
前田　　薫（議長）
寺田　　優（副議長）
井口　　保
前田　隆夫
前田　隆司
村山　将人

◆　議会事務局　◆
荻野　　了（書記）

健
康
・
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
に
つ
い
て

村
長
は
、
セ
ン
タ
ー
工
事
は

２
年
間
か
け
て
や
っ
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど

う
な
っ
た
の
か
。

副
村
長　

今
回
か
ら
指
名
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
、
業
者
の

提
案
の
中
か
ら
最
優
秀
者
を
選
定

し
て
、
そ
の
最
優
秀
者
と
実
際
に

契
約
を
締
結
し
て
設
計
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、設
計
が
終
わ
っ

た
後
、
建
設
着
工
に
入
る
わ
け
で

す
が
、
現
時
点
で
は
平
成
27
年
度

予
算
の
中
に
こ
の
建
設
予
算
を
計

上
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
27

年
度
に
着
工
し
、
完
成
は
27
年
度

の
後
半
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
込
み

で
す
。工

期
が
28
年
度
ま
で
か
か
る

よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
ほ
か
の

事
業
へ
も
影
響
が
出
て
く
る
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

副
村
長　

工
期
遅
れ
に
つ
い

て
は
、
適
切
な
進
行
管
理
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

利
島
村
来
客
者
の
送
迎
に

つ
い
て

今
ま
で
は
村
か
ら
各
議
員
に

来
島
者
の
送
迎
予
定
表
な
ど
は
早

め
に
送
付
し
て
く
れ
て
い
た
が
、

な
ぜ
今
年
度
は
予
定
表
を
送
付
し

て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
か
。

石
野
総
務
課
長　

こ
れ
に
つ

い
て
は
、
こ
ち
ら
も
不
慣
れ
な
点

が
あ
り
、
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

早
め
に
予
定
等
に
つ
い
て
周
知
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
無
線
の
個
別
受
信
機

に
つ
い
て

村
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
を
予
定

し
て
い
る
た
め
新
し
い
個
別
受
信

機
を
購
入
し
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、

故
障
し
て
い
る
家
庭
で
は
不
便
が

生
じ
て
い
る
。
今
後
の
対
策
を
ど

う
し
て
い
く
の
か
。

石
野
総
務
課
長　

今
使
っ
て

い
る
個
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
、

10
台
ほ
ど
集
ま
っ
た
と
き
に
修
理

に
出
し
て
は
い
ま
す
が
、
機
種
も

古
い
の
で
壊
れ
や
す
い
の
は
確
か

で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
予

定
は
し
て
い
て
、
今
使
っ
て
い
る

も
の
は
ア
ナ
ロ
グ
な
の
で
、
使
え

な
く
な
り
ま
す
。

井
口　

保
議
員


